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最近結核の化学療法剤として種々の薬剤が発見されたが，是れ等は長期に亘って使用すると
言
耐性菌を生じたり副作用を起すので，之れを使用すべき病型・病期並びに其の使用の最少必要
量の決定が大切な問題となって来ているO 斯かる際これ等最新化学療法を受けている結核患者
に創刊、てその治療の効果・副作用等の検出の一助として私は血色素量，血築総蛋白量，血紫ア
ルブミン， rー グロプリン，アルプミ Yク♂ロプリン比，チモ.-}レ試験等を検査せんとして，先ず
健康成人・安静療法のみの結核患者，次いでストレプトマイシン使用の結核患者中等症 12例・
重症 6例(内 4例は死亡例)・チピオン使用の中等症結核患者 10例に就し、て以上の検査を行い，
街ツベルクリン反応陰性者・陽性者別の血色素量測定を行ったので絃に報告する O
測定方法 プミ::Y ~ì 4.63 --4.24 gjdl，')'~グロプ!] ::yは1.54--
工〕 血色素量測定法1.03gjdl，アルプミ γグロプジシ比は 2.01--1.45で
試薬〈赤血塩 0.7g，青酸加旦 0.1 g，蒸溜水 1000 あった。向 39例に就いてのチモール試験は、沈澱試 
cc) 10 ccに血液 0.1 ccを正確に混和し，遠沈後上 験は全例陰性， 1圏濁試験は 0.1--2.7単位で、あった。
精液を 5.00mmキュペットに容れ，フィルター S55 n. 'Y反応施行健康成人の血色素量
を用いてプノレフリッヒ光度計を以て其の消波度Eを 東京都内某集団のツ反応陰性者 151名，疑陽性者
求め， 83名，既陽性者 209名，最近 3カ月以内陽転者 98
血色素量 (g/dl) =E x 100 x 0.304より算出す 名に就いて血色素量検査を実施した結果は，それぞ
るo れの平均値は 16.89，..16.38gjdl，16.49 g，16.62 gjdl 
]1)，総蛋白量・アノレプミシー  yグロプリユ/測定 であり，之を推計学的にー検定すると， 1%の危険率
法 でこの 4者の問には有意な差がない事・になる。
斎藤に依って紹介されたピsレツト反応を利用す JI.安静療法のみの結核患者の値
る塩析法即ち Cohn & W olfsonの方法を用いた。 60例に於ける値は第 1図の通りである。
直〉 チモー )l，.試験実施方法 1) 軽症 5例にては血色素量は正常値或はやや低
原法のヴ、エロナ~}レをルミナ~)'\，-に換えた~法で， 値，総蛋白量は全例やや高値，アルプミ Y~ì正常Mï
処方は純チモール 3.0g，ルミナール1.0g，ルミナー 或はやや低値， ï~ グロプ V ::yは正常値或はやや高値，
ルソ{ダ 0.84g，蒸溜水 500ccとした。 アルプミシグロプリシ比はE常値或はやや低値，チ
実験成績並びに考按 モ{ル試験は全例正常値であった。 
1.健康成人の値 2) 中等症 42例に之は血色素量は約 j例が正常
男子 40例，女子 45例の血色素量は男子 15.64 -- 値，残りは低値，総蛋白量は半数強が高値， 3例の 
15.07 gjdl，女子 13.50.-..13.00 gjdlであった。叉男 低値以外は正常値，ナルプミ yは数例の正常値以外
女 10例に就いて総蛋白量は 7.45.-. 6.70 gjdl，アノレ すべて低値， ')'-グロプリンは約告が高値，アルプミ
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第 1図 安静療法のみの結核患者の実測値 
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y グロプリシ比は 1 例以外はf底値，チモ ~ll，..、沈澱試 JV. ストレプ。トマイシン注射-結核患者の値 
験は約去が高値，残りは正常値，同潤濁試験は半数 1) 血色素量に就いて
強が正常値，残りは高値であった。 注射の効果の認められた中等症12例〈男女各6例 
3) 重症 12例にては血色素量は全例低値，総蛋 宛)，重症男子2例にては第2図の通りである。即ち

白量は 2例高fJti，4例正常値， 6例低値，アルプミ 注射後増加した例は12例あり，内 1例は初めよりE
 
Vは全例f底値， y・グ、ログリンは 1例E常値， 8例高 常値， 4例は初めf尽く其後正常値となり， 残りの 7
 
1弘、アノレプミシグ、ロプリン比も低値，チモ{ノレ沈澱 例は増加せるも命{底値である。叉不安の 2例は初め
試験では正常値と高値が半々，同溜濁試験は 3例正， より正常値であった。次いで注射が無効であった男
常値， 8例高値であった。 手重症の 4例(¥'.、ずれも死亡例〉は初めより低値で
あり，其後も増加を示さず低値のままであった。
第 2図 血色素量ストレプトマイシン治療例 
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2) 血竣総蛋白量に就いて	 たのに後に高値へ，残りの 2例は初めより高い値で
注射の効果の認められた 14例の前項と同ーの血 あったのが更に高い値となっている。叉不安の 4例
液に就いて観察すると第 3図の通りである。即ち注 中3例は絶えず正常値，残りの 1例は高値のままで
射後増加した例は 10例あり，内 4例は初め低値で 'あった。次いで注射が無効で、あった 4例中 3例は終
あったのに後にE常値へ， 4例は初め正常簡であっ 始正常値より次第に低下して侭簡になっている。
第 3図 血色素量チピオン治療例 
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3) y-グロプリシに就いて	 のチモール試験に就いて
J 
注射の効果の認められた 13例に就いて観察する 注射の有効だった 13例に就いて観察すると第 5

と第 4図の通りである。即ち全例共注射により測定 図の通りである。即終始大体E常値にあったのは 5

値の低下が見られるー注射前の値は 1例の正常値を 例で(内 2例は一時山を作っている)， 初め高く後

除き他の 12例は正常値より高し、値で‘あり，その半 正常値となったのは 2例，高い値のままのものは 6

数は著明に低下して正常値となり，残りの半数は向 例であった。注射が無効で、あった 4例中 1例は高値

や L高値に止っている。次いで、注射が無効で、あった より王常値へ低下し，残り.の 3例は高値のままであ
 
2例は共に注射前もE常値より高い値で，共後も徐 った。

々に増加している。
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第4図 血疑蛋白量ストレプトマイシシ治療例
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第 7図 yーグ、ロプリ~ ストレアトマイシン治療例
症 
3) アルプミシに就いて 
10例にては第 8図の通りである。即ち内服前は全
例正常値より低い値であったが，内 6例は著明に増
加を示し正常値近く迄快復し，残りの 4例は増加は
しているが著明ならず，向低値に経過してしる。 
4)γ・グロプリユ/に就いて 
10例にては第 9図の通りである。即ち内服後半数 
は大体正常値近く迄低下し(但し内 2例は初めより
正常値であった。)，半数は増加して高値となった。
〈但し内 2例は初めは正常値であった。〉
著明に低下
好転の 2例は低下
して正常値へ
悪化死亡の 2例は
非常に高い値を持
続 
日
目
5) ナルプミユノグロプ)}~比に就いて 
10例にては第 10図の通りである。即ち内服前は
全例低値で‘あったが 7例は増加し，内 2例は正常値
となり， 3.例は低値で、不~で‘あった。
6) チモール試験に就いて 
10例にては第 11図の通りである。即ち内服前は 
8例が正常値であったのに其後増加し，この内 4例
は高値となり， 4.fitlは再ひ、正常値へ戻った。他の 3
例は終始高い値であった。
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第 8図 マーグロプ!1y チピオン治療例
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第 10図 チモール試験ストレプトマイシユ/治療例 
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第 11図 チモール試験チピオン治療例 
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単位日 
総括
著者は健康人・安静療法のみの結核患者・化学療法施行結核患者の血色素量及び血祭各成分
を検査し，筒ツ反応陽性陰性者別に血色素量の検査をなし， 
1) ツ反応の陰性・既陽性・陽転等は血色素量に関係しなし、。 
2) 結核患者に於ては重症になるに従い，血色素量，アルブミン・アルブミンク伊ロプリン比
低下し，総蛋白量 . r-グロプリン・チモ{ル試験の値は増加するO 
3) 化学療法施行の結核患者に於ては，ストレプトマイシン治療例もチピオン治療例も総蛋
白量.r-クョロプリン・チモ戸ル誠験等は大体同様の結果が見られ，有効例では多くは病的の値が
治療により正常値に近づくが，血色素量はストレプトマイシン治療の有効例では大多数の例が
低値より正常値に快復し，無効例では低値の.ままであったにも拘らず，チゼオン治療例では疾
病経過の良否に拘らず血色素量の快復が見られなし、。新くの如く治療に際してス￥トレプトマ子
シンがチピオンより明らかに血色素量減少なる副作用を有していない事は注意すべきであるO
終りに臨み御指導御校闘を賜わヲた千葉大学医学部石川内科石川憲夫教授，国立東京第一病院
院長坂口康蔵博士，同病院内科医長小山善之博士，同内科鴫谷博士に衷心より深謝の意を表す。
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鴫谷: 日新医学， 36，452 (1949). 斎藤: アメリカ医学， 4，3 (1949). 

